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２０１１年 4 月１日、社団法人ガールスカウト東京

都支部は、一般社団法人ガールスカウト東京都連盟と

なりました。これは、国の政策として法人格を持つ団

体は２０１３年１０月までに公益団体にするか自主活

動団体にするかの選択を迫られたことによります。日

連が公益になると、支部という構成は認められなくな

るので、支部は独立して一般社団法人にするか条件が

満たなければ自主活動団体になるかの判断を迫られま

した。東京都支部は一般社団法人への移行を希望しま

した。といってもそれほどの変化があるわけではあり

ません。法規に従って定款を作成すること、会計のチ

ェックがあるので帳簿をしっかりと付けることが義務

づけられることくらいでしょうか？定款のなかでは役

員は理事になり役職は互選となりました。 

 ところで、この作業をする時点で問題が発生しまし

た。日連は２０１２年４月に公益の資格を取得するた

めの準備をしていたのですが、東京都支部は２０１１

年４月、日連より１年早く一般社団法人の資格をとる

ために画策をしたのです。日連がいまだ一般社団法人

であるときに支部が同じ一般社団法人になることは法

規上おかしなことになるわけですから、いくつかの団

は２０１１年に変更することに反対をいたしました。 

  

４団もその１員でした。スカウトの保護者で弁護士

の先生に教えていただきながら、同じ考えの他の団の

人と何回も勉強会をいたしました。しかし、度々行わ

れた臨時総会での支部の答えは明確ではありませんで

した。２０１１年の４月１日は月曜日なので切りよく

登記できるが、２０１２年だと１日は日曜で２日の登

記になってしまうとの返事があったときには勉強会の

団のものは本当にガックリしたものです。結果は５１

対４９票。多くの不審をかかえて発足した都連となり

ました。２０１２年日連が公益法人となりましたので

齟齬は解消されましたが、わずか１年で齟齬のあった

定款を何箇所か書き換える作業をしたのです。 

この時、仲間となった団と集会など協力しているのが

ときどきお話しする、ほほえみの会です。現在、都連

は会計状態が逼迫しており先が見えません。いつ何か

が起こっても団がしっかり立てるようにとかんがえて

います。 

幸い４団は今年度スカウト数が増えブラウニーは１５

名になっています。大人の考える組織がどのようにな

ってもスカウト運動は当初の理念をしっかり守って続

けていきたいと考えています。今後も一層のご支援を

おねがいいたします。 

  

ガールスカウトの東京都支部から東京都連盟への移行について   ガールスカウト団委員長 古谷久代 

 

ウ 団 員  谷 代 

南坂 カウト 

霊南坂ボーイスカウト 

ラフティング     ボーイスカウト隊  北 哲矢 

ぼくがキャンプで一番心に残ったことはラフティングです。 

最初ボートに乗る時の説明で、おぼれる人もいるといっていたの

で、ドキドキしたけど無事に終わってとてもよかったです。 

ボートに乗っている時に、水のかけあいやバランスゲームをし

て、あまり水を相手にかけられなくて、くやしかったし、バランス

ゲームの時は、ボートから落ちてしまい、その時は死ぬかと思って、

水が大きらいになりました。ぼくがラフティングで一番楽しかった

のは、みんなでボートをこいでいる時でした。なぜなら、川の流れ

が急な時、岩とかにぶつかり、とても楽しかったからです。帰りの

バスの中で、川の水量が 200 トンまでラフティングができると聞

いたので200トンの時に、できれば来てみたいと思いました。 

今年も元気なスカウ

トが上進しました。 

ビーバーから 2 名、  

ボーイ 1 名、ベンチャ

ー3 名の内 1 名は菊を

目指して残留です。 
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「第１６回日本ジャンボリー・第３０回アジア太平洋地域スカウトジャンボリー」開催 

２０１３年７月３１日（水）～８月８日（木）に「第１６回日本ジャンボリー16th Nippon Jamboree」・

「第３０回アジア太平洋地域スカウトジャンボリー30th Asia-Pacific Regional Scout Jamboree」が山口市

阿知須・きらら浜を会場として開催されました。 

霊南坂スカウトからは増山さんをリーダーに１０名のスカウトが参加しました。霊南坂スカウトのOG・

OB で組織する AJ-SEP は APR（世界スカウト機構アジア太平洋地域）とボーイスカウト日本連盟と連携

して、アフガニスタンからスカウト２名とリーダー１名が参加できるよう航空運賃と参加経費負担の支援を

しました。 

増山孝子  第１６回日本ジャンボリー派遣隊 

東京第２隊副隊長（東京港1団カブ隊隊長） 

８月７日朝、私たち東京第２隊のキャンプサイトにアフ

ガニスタンのスカウトとリーダーが訪ねて来ました。 

東京第２隊では朝礼の時間でしたので、早速、奈良崇文

隊長よりスカウト達に３名を紹介しました。その後、モハ

ンマドリーダーより３名の名前の紹介があり、奈良隊長が

歓迎の言葉を述べられ、ボーイスカウト大都新地区のワッ

ペンやネッカチーフを差し上げました。アフガニスタンの

スカウトは一人一人と握手をして全員で記念撮影をしま

した。スカウト達はたちまち親しくなって帽子にサインを

したり記念品を渡したりして交歓していました。 

３人の印象は礼儀正しくニコニコしていて、とても好感

が持てました。 

矢野智大          ボーイスカウト隊 

ジャンボリーのキャンプサイトにアフガニスタンのス

カウト2名とリーダー1名が、朝訪ねてきました。朝礼の

時で全員と握手をしましたが、私は会話が出来ませんでし

た。 

 アフガニスタンは長い戦争で大変だったと聞いていま

したので、よく日本に来たと感心しました。同時にスカウ

ト運動の素晴らしさを改めてスゴイと思いました。 

期間中、外国スカウトとの交歓会の企画が2回ありまし

たが、大雨で流れてしまい、このアフガニスタンスカウト

との交歓会が唯一で印象深かったです。 

 近所のキャンプサイトで外国スカウトと出会い、バッジ

の交換をしたりしましたが、私は英語が充分でなく班長に

頼っていました。 

そこで、2015 年の世界ジャンボリーまでに英語を上達

しようと強く思いました。 

鈴木隆斗      ボーイスカウト隊  

バスで長い道のりの後で着いた山口の会場は、と

ても広大な土地で驚きました。毎日が暑く、降った

ら大雨でした。 

僕は、セレモニーの音楽と一万人の歓声、雷のと

どろきを思い出します。また見学に行った広島では、

人が多くてゆっくりと見ることはできませんでした

が、なんとなく戦争は怖いと感じました。 

様々なアクティビティに参加してサイトに帰って

くると、テントサイトの芝が牧場のような匂いで心

地よく、今日も頑張ったなと安心しました。 

「暑い、暑い、」の言葉しか出ないとき、雨でビショ

ビショのとき、汗びっしょりのとき、いろいろとあ

ったジャンボリーでしたが、楽しくいろいろな人と

交流ができて感動しました。 

次の世界ジャンボリーにも絶対参加をしたいと思

いました。 
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＜はじめに＞ 

 霊南坂教会でのスカウト活動は、1947 年 2 月 22 日

に始まり、今日まで神様のお守りのなか、教会関係者の

ご理解と多くの方々のお支えによって67年目の歩みを

始めました。 

 この 67 年目の歩みは、育成母体である霊南坂教会

134年の歴史と重なり、丁度教会の半分の道程を教会と

共に歩ませていただいたことを感謝いたします。 

 私が港第1団(旧東京第4隊)の出身であることを知る

と多くのスカウト仲間たちから“歴史ある団、また伝統

のある団、あるいは教会の団ですね”と声をかけてくれ

ます。同時に霊南坂教会と言うと“大きな教会、歴史の

ある教会、また伝統のある教会ですね”と羨ましがられ

ます。 

 私は、この教会のこの団で育てられ、これまでスカウ

ティングを続けてこられたことに心より感謝すると共

に、このことに誇りを持っています。昨年65周年を機

に団委員長などの現役を退かせていただきましたが、団

では大変光栄なことに名誉団委員長に推され“Once a 

Scout. Always a Scout”の精神で霊南坂スカウトとの関

わりを継続しています。 

 団の誕生とその歴史については、これまでにお話をし

たり、書いたりしてきました。“歴史輝く霊南坂に”の

歌詞にある団歌を含めて“歴史ある”ことについて＜歴

史とは、過去と現在の対話である＞の英国の歴史家

E.H.カーの言葉を通して共に学びました。また、「言葉

の人」と言われるヴァイッゼッカー元ドイツ大統領が

1985 年 5 月 8 日に国会で行った敗戦 40 年の「荒れ野

の40年」の演説の中での言葉“過去に目を閉ざす者は、

結局のところ現在にも盲目となります”。また“歴史を

 

霊南坂教会と我が団 ～伝統と継承、そして変革～ ①   ボーイスカウト東京港第１団  名誉団委員長 杉原 正 

           

 

 

 

 

 

心に刻む、というのは、歴史における神のみ業を目のあ

たりに経験することであります”とキリスト者として示

されていることを忘れてはいけません。 

＜伝統ある教会＞ 

 この機会に育成母体である霊南坂教会のことについ

て少し述べたいと思います。 

港第1団、また霊南坂教会には“伝統ある”と言う言

葉がよく付けられることに注視しなければなりません。 

この“伝統ある”の言葉について「霊南坂教会 100 年

史」(1979年10月)の中で“伝統ある教会”について次

のように記述されています。 

 『我が国におけるキリスト教は、当初欧米の諸教派、

諸教会の宣教師たちによってもたらされたが、それ自体

すでに様々な教派的伝統や制度的枠組みをもつ、歴史的

性格を帯びた教会を通して伝えられたことを意味する。 

従って我が国においてキリスト教がどのように受け

止められ、どのような発展過程を辿ってきたかを見るこ

とは、わが国における諸教派の歴史を見ることと密接不

離の関係にあると言えよう。そういう意味で、霊南坂教

会 100 年の歴史は、ただ一つの教会の足どりに留まら

ず、わが国のキリスト教の軌跡を知る上においても重要

な素材の一つであろう。 

そこで先ず霊南坂教会 100 年の歴史を見る際の基本

的視点が明らかにされなければならない、それは一口で

言えば「伝統」ということである。』 

＜言い伝えられるべきもの＞ 

 『新約で「伝統」に相当する語は“パラドーシス”で、

これは「言伝え」と翻訳されており、その意味は「手渡

す」ことである。日本語では明治時代に“tradition”の

訳語として「伝統」という言葉が作られたようであるが、

 

 

 

 

 

 

これもまた「手に渡す」という語源から

きたと言われている。しかし、今日では

この「伝統」という言葉のもつ概念規定

が必ずしも一様でないことは事実であ

り、その使い方によっては、これほど曖

昧な言葉も珍らしいともいえる。 

 桑原武夫氏（注：仏文学者、評論家、

京都大学名誉教授、文化勲章受章者）は

『伝統と近代化』(1951 年)という論文

の中で「伝統とは」理念という意識的な

面と、慣習という無意識的な面とを包括

した概念であると言っている。 

そのことをキリスト教にあてはめる

と、「言伝え」ということは理念的に捉 
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えられる面と、慣習的に捉えられる面との双方を含む

ことになる。しかし本来、「言い伝えられるべきもの」

は、単に外形的なものではなく、やはりその中味であ

るはずである。 

 このことを聖書的にみるならば「言(ことば)が肉体

となって」この世に啓示された「福音」を指し示して

いる。それがこの地上の教会を通して実現し、成就す

るとすれば、そこには何らかの媒体を通して象徴的に

顕されているほかはない。そしてそのことが実は代々

の教会が生命をかけて守り、正しく宣べ伝えていく唯

一の拠り所となったものである。それがすなわち教会

の伝統と呼ばれるものである。 

従って「伝統」という語は、単に「言伝え」の総称と

いうだけではなく、その実体を指示し、それに主体的

に結合させていく原理という意味で、“tradition”よ

りは“identity”(結合の母体、独自性)の方がより妥当

な言葉であろう。 

 このように「伝統」という言葉の使い方や意味・内

容は千差万別である。そこで今われわれは「伝統」と

いう用語の概念規定を、霊南坂教会の100年史の背景

ともいうべき視点を明らかにするために、特に名付け

ることができないが、限定した意味で用いたいと願っ

ている。(中略) 

 宗教改革者ルターの「キリストを運ぶところのもの

が使徒的である」という有名な言葉は「使徒的」とい

う言葉の中心内容を示しているが、そのことが歴史上

の教会において、ことにわれわれの霊南坂教会におい

て、どのように内実化されていたか、すなわち教会は

常に主イエス・キリストを正しく運び、生命をかけて

守り、宣べ伝えてきたか、その意味で「伝統ある教会」

であったかが問われなくてはなるまい。 

 134 年を経た現在にあっても、この指摘を深く受け

止めると共に教会に根差す霊南坂スカウトが創始者

ベーデン・パウエル卿の信仰したキリスト教と彼が掲

げた理念を正しく運び、生命をかけて守り、宣べ伝え

てきたか、が強く問われています。 

 ここで世界と日本のキリスト教小史の概略を共に

理解しておきたいと思います。 

＜世界のキリスト教＞ 

 キリスト教が誕生して約2,000年。ローマの社会の

各層にキリスト教が広がると誤解と偏見に基づいて、

それを撲滅しようとする迫害が起り、ローマ政府によ

る最初の迫害は、西暦 64 年頃皇帝ネロによって行わ

れました。 

 ローマ帝国がキリスト教を公認したのは313年で、

国法により異教を禁止して国教としたのは379年。ロ 

ーマ帝国は395年に東西に分裂し、更に476年に西ロ

ーマ帝国は北方から侵入したゲルマン民族により滅亡

します。その結果キリスト教会はローマを中心とする

西方教会とコンスタンティノポリスを中心とする東方

教会とに分かれます。西方教会はローマ・カトリック

教会、東方教会は東方正教会と呼ばれ、1054年には両

教会は完全に分離し、東方教会はギリシャ語を用いる

ことなどからギリシャ正(統)教会と言われ、その後この

信仰はロシアに伝えられ、ロシア正教とに分かれます。 

 西方教会(ローマ・カトリック教会)は、国家の権力に

対して教会の独立を守ることに努め、その後の中世の

カトリック教会は、地上の権力を握ることになります。 

このことで武力により異教徒を滅ぼそうとする十字軍

の遠征と拷問による異端者に対する宗教裁判が始まり

ます。 

 この後十字軍の失敗や教会内部の諸問題でローマ教

皇の権力が失われ始め、また贅沢な暮し、道徳の退廃、

財政の悪化などがあり、これを救済するために免罪符

を発行しました。 

 マルティン・ルターによる「宗教改革」は、この免

罪符に関する論争から始まり、1517年に免罪符は無効

であるだけでなく信仰を堕落させるものとして95条の

提案をヴィッテンベルグの教会の門に掲げて宗教改革

の発端となりました。 

 宗教改革によってカトリックから分離した人を称し

てプロテスタント(新教徒)と呼ばれて新しい教会制度

を確立しました。 

 プロテスタントの原理は＜聖書のみ＞、＜信仰のみ＞、 

＜万人祭司＞などによって特徴付けられています。プロ

テスタントはその後の時代を経てルター(ルーテル)派、

改革派、バブテスト、そして聖公会、長老派、組合派、

メソジストなどの諸会派に分かれます。 

＜キリスト教の伝来と布教＞ 

 最初に日本にキリスト教が伝えられたのは、学校で

『ザビエルの〈以後よく(1549)〉伝わるキリスト教』と

覚えた 1549 年(天文 18 年)、スペイン人のイエズス会

修道士フランシスコ・ザビエルであり、鹿児島に上陸

した後に平戸、山口、大分、京都など日本での布教は2

年余りでした。 

 この時代は戦国時代であり、ローマ・カトリック教

会各教派から派遣された修道士によって日本での布教

が始まりました。1563年に九州では肥前大村の大村正

純が平戸で洗礼を受け、大友義鎮、有馬晴信など、ま

た京都では高山右近、小西行長などのキリシタン大名

が現れると共に、修道士の布教によって一般民衆にも

広がっていきました。 
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霊南坂スカウトクラブ 告知板 

編集後記 

 今年の夏は例年にない猛暑が続き、熱

中症で倒れる人、竜巻、豪雨、がけ崩れ

など自然災害が多数発生しました。 

日本ジャンボリーに参加したスカウト

や各地の自然の中で活動したスカウト達

は「あつい！」「暑い！」と言いながらも

無事、たくさんの新しい経験をしました。

その中で印象的なことは、ジャンボリー

に参加したスカウト達が外国のスカウト

と「会話ができなかった」ことの悔しさ

を体験したようです。外国語に限らず「会

話力」を磨くことは生涯の宝となるでし

ょう。         

田中新二 

 

これからのスケジュール 

10月05日 クラブ会報  

NO.４５発行

26日 教会バザー 

12月14日 スカウト合同クリスマス 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

スカウトクラブへのメールは 

御意見、情報、ホームページ、 

会報などへの投稿は下記にお寄せく

ださい。 

stp@nifty.com 

下のワンコの広告をご覧くだ

さい。文具店「くさかべ」を経営

している日下部英一兄がユニー

クな広告出稿をされています。こ

のデジタル時代に文具店らしく

手書きのアナログでメンバーに

広告スペースを提供しているの

です。まさにスカウトの鏡？・・

ではないでしょうか。 

皆様からのこの会報への広告出

稿をお待ちしています。 

サイズ：11.3×8.2cm 

掲載料：1回3,000円×年2回予定 

デザインなどはスカウトクラブ

でもお手伝いいたします。 

 

つばきの伝言板 

 
霊南坂スカウトクラブ役員会  
会長       小崎忠雄  

              霊南坂教会役員会議長 

副会長       田中新二  

               クラブ会報編集長 

副会長       西郷崇子       

          総括 

会計・団       大槻敬太郎  

会計       小林孝江  

会計         浅田きよみ 

会計         檜垣君子 

総務          倉持雅人 

総務          戸田健次郎 

書記          塚田洋子 

書記          西谷芳美 

書記          小田島典子 

通信・団     矢澤宏子 

広報・団     清水康輝  

広報・HP・blog  澤田明秀 

広報・HP・blog  臼井純一      

教会・団     古谷久代   

                  ガールスカウト団委員長 

監事       日下部英一 

監事       柳 健一 

月例集会においでください 

毎月の役員会を、皆様に気軽に参

加して頂くオープンな月例集会に

改め現役時に戻り、飲んだり食べた

り、楽しい集会にしたいと計画して

おります。 

原則毎月（８月は休）第２水曜日 

（祭日に当たる時は第３水曜）１９時～ 

神谷町のエリーで開催いたします。 

お問い合わせは 

stp@nifty.com 又は090-3341-7311 

田中新二まで・・ 

お待ちしています。 

 

スカウトクラブのホームページ 

霊南坂スカウトの最新情報か

ら昔懐かしい写真まで、いろい

ろな情報が詰まったホームペー

ジを臼井純一兄が精力的に運営

しています。スマートフォンや

タブレットからでもご覧いただ

けます。 

http://reinanzaka-sc.o.oo7.jp/   

随時更新して、新しい情報を掲載

しています。また皆様からの情報

提供をお待ちしています。 

オリンピック 

２０２０年の夏季オリンピックは

東京での開催が決定して、スポーツ

界はもとより、経済界・産業界こぞ

って７年後に向けてスタートしまし

た。平和の祭典「オリンピック」で

はボーイスカウト・ガールスカウト

が活躍する機会が多く、各国のオリ

ンピックでもその姿を見ることがで

きます。 

1964 年（昭和 39 年）の東京で開

催されたオリンピックでは霊南坂ス

カウトが国旗掲揚など多くの場面で

活躍し、貴重な体験と思い出を作り

ました。７年後に向かって何事も、

自信満々のスカウトに成長するよう

スタートしましょう。 




